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V　Richard　J．　Fisherサーレー大学セントメアリーズカレッヂ
　　教授（イギリス）の短期招請について
政治経済学部教授高岡 享
　イギリスのサーレー大学セント・メアリーズカレッジのRichard　J．　Fisher
教授は，1991年度，本学国際交流基金短期招請プログラムにより，1991年4
月5日から4月26日の間，滞在した。
　同教授の研究対象はスポーツの才能ある子供の発堀や育成に関する問題や
体育・スポーツの場における子供達の知覚作用（感覚）の問題を取り上げた
比較体育の分野である。とりわけ，1990年に，ISSPE（国際スポーツ及び体
育科学者会議）より出版されたrThe　Search　for　Sporting　Excellence」は
1・0・Cよりの委託研究であり，国際的にも高く評価されている。また，同
教授はイギリス体育学会々長として，ヨーロッパ・スポーツカウンシル（E．
C．）や国際保健体育協議会（ICHPER），国際スポーツ及び体育科学者会議
（ISSPE）等の主要メンバーとして，国際的視点からスポーツや体育の問題
に直接関与され国際的な学術交流の発展に尽力され，活躍されている。特に，
1950年代末以降ヨーロッパを中心に起った「Sport　for　All」運動の中心的推
進者の一人である。すなわち，北欧を中心とした「トリム運動」やドイツの
「第二の道」やアメリカの「フィットネス」運動等といわれるスポーツの大
衆化を目的とした国家的，国際的規模の啓蒙運動の提唱者の一人である。他
面，イギリスの陸上競技の長距離担当のナショナルコーチとして，幾多の世
界チャンピオンを育て，その実績と手腕もまた評価されている。
　本学における講演および講義は下記の通りである。
　第1回講演：題目「スポーツにおける才能開発の問題」（Issues　in　the
development　of　Eicellence　in　Sports）1991年4月20日
　　　　　場　　所　本学和泉校舎研究棟会議室
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　　　　　講演対象　本学体育専任及び兼任講師
　　　　　参加人員　26名
　この講演は本学体育専任教員の研究会の一環として，上記の演題で行なわ
れた。通訳には政治経済学部の中邨　章教授に労を煩わせた。
　講演内容の詳細は割愛するが，同教授とBermの共著である「The　search
for　Sporting　Excellence」を基に「如何なる要因がタレントを決定するかの
問題」　「有効な資金運用および資金集めの難かしさ」　「社会背景の重要性」
「財源と組織の構築の必要性」　「オリンピック団結の重要性」　「大衆とエリ
ートスポーツの関係」等々才能育成に関する一般原理，及び具体的撰別方法
に関する段階的育成法の要因にっいて分析結果の資料をプロジェクターを用
いて解説され，大変興味ある講演内容であった。
　第2回　講演　題目「大衆スポーツ運動」
　　一ヨーロッパにおける発達の概略と若者と関連より一（Sport　for　All）
　　　　　日時　1991年4月24日　P，M．1．00～
　　　　　場所　和泉校舎第1校舎　011教室
　講演内容は国際交流基金事業，招請外国人研究者講演録の11Ta　6に原文で掲
載されているが，総括的に注釈を加えるならば，「Sport　for　All」の概念は
欧州（外相）会議の結成目的である以下の四つの目的の延長線上から発展し
てきたものである。
　　1．生活条件の改善
　　2．人間にとって積極的なある価値の推進，推奨
　　3．議会制民主主義の諸原則の擁護
　　4．人権の擁護
　今日では一国のレベル，一国の次元だけでスポーツや体育の環境を整備す
ることは不可能に近く，不充分であることから，欧州全域で実施することの
必要性から，欧州会議が「スポーツ　フォア　オール」という考えに対して関
心を持つようにいたった経緯と，1968年ブリュジュでの会議で「スポーツ
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フォァ　オール」という概念の提議がなされた。それは，広範な層の住民が自
らの能力に適したさまざまな肉体的な活動，あるいは，スポーツを定期的，
規則的に実施できるような条件を提供すべきであること。
　「スポーツ　フォア　オール」の三っの主要な要素は，
　1．生物学的あるいは医学的要素
　2．社会的要素
　3．人間的要素
　であり，生物的・医学的要素は云うまでもなく，健康の保持，増進にスポ
ーツの価値に着目するもので，社会的要素は万人がスポーツに参加する機会
と条件を作ることであり，とりわけこれまで権利を制限されていた集団，女
性，子供，老人，移民，囚人等のさまざまな人々も広く対象と考えられてい
る。三番目の人間的要素なスポーツが社会生活にとって貢献し得る無形文化
であること。特に現代の技術社会がもたらしたストレスに対する解毒剤的役
割としての意義を認めるものであること。スポーソの持つヒューマニティ
ックな特性，性質を強調したものである。また，1990年のキムの論文による
とスポーツ・フォア・オールの本質は，単に勝敗やスコアの良し悪しを競い
合うことではなく，スポーツ活動に参加している人間にとって，主観的，質
的な体験としての側面に視点を当て，むしろ，この側面に重要な本質があ
ると指摘した。スポーツ活動が内在的に持っている多くの人間的要素を各個
人が経験を通し，個人的に自分の人生にとっていかに解釈するかという観点
から，スポーツを質的，あるいは主観的な側面の重視するという問題を提起
したものである。このことは，現在の日本の体育界においても今日的問題と
してクローズアップしている重要な課題でもある。
　また，この講演での他の一面の問題提起は大衆スポーツとエリートスポー
ツ（チャンピオンスポーツ）との関連で述べられたことである。大衆スポー
ツとエリートスポーツはそれぞれ個別な極めて対照的な要素を持っものであ
るとされて来たがイギリスにおいては，段階的にアプローチする取り組みが
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行なわれていることの具体的方法の紹介であった。
　第3回　講義題目「イギリスとヨーロッパにおけるスポーツ事情」
　　　　　日時　1991年4月20日P，M．2．30～
　　　　　対象　ゼミ学生及び一般学生
　この講義はゼミ学生，および，3年生や体育同好会の幹部にも参加を呼び
かけ，討論会の形式で実施しようと企画した。事前に同教授より入取した討
論のための基調講義内容を翻訳させ，体育やスポーツの如何なる質問でも良
いから，英語で質問することを原則とした。学生の中には帰国子女の学生も
おり，英語で質問したのはわずか2，3名であったが，日本語での質問は積極
的に，かつ，なごやかな雰囲気の中で行なわれた。本ゼミでは始めての試み
としては充分に満足とはいえないまでも成功のうちと自認している。
　基調講義の内容は「スポーツの一般施策」「ヨーロッパにおけるスポーツ
の発達」　「コーチチング」，「青少年のための体育とスポーツ」にっいて約
45分程度の講義のあと，質疑応答が行なわれ，4時に終了した。
　第2回，第3回の講演には，同教授と専門分野を同じくする，商学部の寺
島善一教授に通訳と解説のために労を煩した。
　学生は同教授の明快でわかり易い英語を熱心に聴こうと努力していたし，
同教授の懇切丁寧で真似目な英国人らしい人柄にひき込まれるようでもあっ
た。講演内容が具体的なスポーツや体育の問題であり，学生にとっては意義
ある講演であったと考えている。
　他方，研究会として，日本体育大学の森川研究室と立命館大学で関西地区
の研究会が持たれた。いずれの研究会も活発な質疑応答で大変な成果を得敬
との報告を受けている。
　以上の如く，同教授の来日は国際交流事業の一環として，その趣旨に充分
の成果が認められたものと考えている。帰国に際し同教授から，この度の招
聰に対して，国際交流センタースタッフをはじめ，明治大学関係者に対し衷
心より謝意の旨の挨拶があったことを付記する。
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